
秋のお母さん旅行清香会館記念事業
1970年代万博にタイムスリップ旅

令和８年 大阪府母子寡婦福祉大会
　令和8年2月8日（日）
クレオ大阪中央に於い
て、約500名が参加し、
国会議員、府議会議員
他、多数の来賓にご臨
席いただき大阪府母子
寡婦福祉大会を開催し
ました。
　式典では、高齢寡婦
8名、母子家庭の母7名、
母子福祉功労者１名、

企業１社が知事表彰を受賞しました。式典後、寡婦と母子家庭の母
による体験発表があり、大会宣言を行い第一部を終了しました。
　第二部は、「助けて。助けたい。を繋げる」を掲げ活動をされてい
る、認定NPO法人　おてらおやつクラブ代表理事　安養寺住職
　松島靖朗氏を講師に向かえ、どこかで誰かが見守ってくれてい
る社会。孤立感の解消へ向けての取り組みと、共に助け合える
社会を築くため活動されているお話しを伺いました。
　最後に、リリーエコーがコーラスを披露し、閉会となりました。
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催
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。

　

依
然
と
し
て
、
非
常
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や
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ト
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と
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そ
し
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一
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す
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す
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す
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こ
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新
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な
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取
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そ
し
て
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全
て
の
子
ど
も
が
夢
や

希
望
を
持
て
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と
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。
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と
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宣
言
い
た
し
ま
す
。
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『子どもの未来をまもるために
　　　　　　　～生活の安定と充実に向けて～』
『子どもの未来をまもるために
　　　　　　　～生活の安定と充実に向けて～』

理事長
大阪府母子寡婦福祉連合会

滝本　美津代
　鮮やかな新緑の季節となりました。
　新入生の皆さんは学校生活に、新入社員の皆さんは社会人としての生活に少しずつ慣れてこられた頃ではないでしょうか。
　本年４月には、共同親権の導入など子どもの利益を最優先とする民法改正が施行されました。離婚後も父母双方が子どもの
養育に関わることを基本とし、子どもの意見を尊重しながら養育方針を決定していくことや、法定養育費など、子どもの健や
かな成長を支えるための法整備がすすめられました。
　一方で、物価高騰が続き、家計への負担は一層大きくなっています。ひとり親家庭にとって厳しい状況が続く中、親と子が
安心して暮らせる社会の現実に向け、私たちも引き続き声を上げてまいります。
　連合会では、７月に母子家庭母の集いや、８月にはカーネーション旅行（日帰り）等の各種行事を計画しております。
会員の皆さまのご参加を心よりお待ちしております。
　今後も連合会のホームページや LINE、Instagram、X等を通じていち早く情報提供を発信してまいります。
　最後になりましたが、行政並びに関係各位の更なるご支援とご指導をよろしくお願いいたします。
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１面 ・あいさつ
　　 ・母子寡婦大会
２面 ・事業案内
　　 ・年間予定
　　 ・親子交流　　
　　 ・パパママ講座
　　 ・カーネーション旅行
　　 ・ドリームキャッチ
　　 ・お礼
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ひとり親家庭健全育成事業
○奨学金給付事業

○ひとり親家庭親と子の交流事業
　ひとり親家庭の親子の思い出に残る夏休みになるよう、
親や子ども同士の交流を盛り込み、自然体験を通して仲間作り
等を目的に交流事業を実施。
○会員の小・中学校入学児童に祝品贈呈
（一財）皓養社からの寄付を財源に会員の小・中学校入学児童
に祝品贈呈
　※９月１日現在会員であること

令和８年度　事業案内
令和８年度連合会年間行事予定

・皓養奨学金　　　会員の高校第３学年在学の児童を対象に奨学金を給付
・井手昌子奨学金　会員の小学６年生と中学３年生の児童を対象に給付
　※どちらも、人数制限あり、４月１日現在会員となって１年以上であること

母子父子寡婦福祉推進事業
○大阪府母子家庭母の集い

○大阪府母子寡婦福祉大会
　大阪府と共催。知事表彰、体験発表、大会宣言、講演、アト
ラクションなど。
　　令和９年２月11日（祝）　クレオ大阪中央　500名

　母子父子等福祉の啓発、推進を図ることを目的に開催。優良
母子家庭の表彰、子どもの作文発表、大会決議を行い大阪府及
び国に要望する
　　７月18日（土）大阪府立母子・父子福祉センター　250名

　親子交流とは、子どもと離れて暮らしている父母の一方
が子どもと定期的、継続的に、会って話をしたり、一緒に
遊んだりするなどして交流することをいいます。
　離れて暮らしていても、子どもにとってはかけがえのな
い父と母であることは変わりありません。社会福祉法人大
阪府母子寡婦福祉連合会では、大阪府からの委託
を受けて親子交流のサポートをしています。
　詳しくは、二次元コードよりご覧下さい。

　離婚前後のお母さんやお父さん等を対
象に養育費や親子交流の基礎知識などを
学んで考える親支援講座を年間４回、実
施いたします。５月中にホームページに
掲載いたします。二次元コードよりご確
認ください。

　ひとり親家庭の親子、親同士・子ども同士の交流や
体験を目的に開催します。一緒に夏休みを楽しみませ
んか。
日にち　8月 2日（日）
行き先　淡路島牧場と神戸ベイクルーズ
詳しくは二次元コードよりご覧下さい。

大阪府子どものためのパパママ講座
令和8年度

大阪府親子交流支援事業
令和８年度

　女子スキージャンプ髙梨
沙羅選手及び株式会社クラ
レ様より大阪府福祉部子ど
も家庭局子育て支援課を通
じ、今春小学校に入学する
当連合会会員の子ども65名
にランドセルをご寄贈いた
だきました。
　本年で12年目となります。
　温かいご支援心より厚く
お礼申し上げます。

　全国にカラオケチェーン
「まねきねこ」を展開されて
いる株式会社コシダカ様よ
り、無料招待券をご提供い
ただきました。
　『ひとり親家庭に親子で楽
しい時間を過ごしてもらい
たい！』というご厚意のもと、
ご支援を賜りました。
　温かいご支援心より厚く
お礼申し上げます。

カーネーション旅行のご案内

日　程　等 事　　　業　　　名
6/6 (土)
6/13（土）

6/14～15（日・月）
7/18（土）

8/2（日）
9/13（日）
10/　
11/１（日）
11/
12/5（土）
2/11（祝）
3月

年1回　6日間

随時

合同会議・指導者研修会
大阪府母子父子福祉推進委員研修会、
皓養奨学金給付式
春のお母さん旅行　三谷温泉と三河名所めぐり 
大阪府母子家庭母の集い・生活向上事業
（大阪府立母子・父子福祉センター）
カーネーション旅行
近畿・中部地区母子寡婦福祉研修大会
母子・父子福祉センター創立記念事業
全国母子寡婦福祉研修大会（長野県）
秋のお母さん旅行　詳細未定
合同会議・生活向上事業
大阪府母子寡婦福祉大会（クレオ大阪中央）
入学祝贈呈（会員の小・中学入学児童）
井手昌子奨学金給付（会員の小・中学卒業児童）
家庭生活支援員研修会
（大阪府立母子・父子福祉センター）
趣味の講座

　日本プロ野球選手会による野球教室を開催します。
親子で楽しく野球をしてみませんか。
日　時：6月 7日（日）13:00 ～ 15:00（12：30受付開始）
講　師：近藤一樹 氏　(元オリックス・バッファローズ)
　　　　Ｔ－岡田 氏　(元オリックス・バッファローズ、
　　　　　　　　　　 元東京ヤクルトスワローズ)
対　象：大阪府内に居住する野球に興味を持っているひ

とり親家庭の親子（小学 1～３年生）
定　員：親子30組
締切日：５月29日（金）（必着）
応募多数の場合は抽選となります。お申込方法
等詳しくは右の二次元コードよりご覧ください。

ドリームキャッチプロジェクトのご案内


